
第１号様式（第５条関係） 

令和●年●月●日 

練馬区やさしいまちづくり支援事業応募申込書 

練馬区長 宛て 

つぎの助成部門に、関係資料を添えて申し込みます。 

□はじめの一歩助成部門 

やさしいまちづくり活動助成部門 

  

(1)活動名称 ●●の居場所づくり 

(2)グループ名 ●●●● 

(3)代表者 
氏名 練馬 太郎 

住所 〒176-0012 東京都練馬区豊玉北●-●-● 

(4)担当者

連絡先 

氏名 大泉 花子 

住所 〒178-0062 東京都練馬区大泉町●-●-● 

電話 03-5984-1296 

FAX － 

Eメール TIIKIFUKUSHI08@city.nerima.tokyo.jp 

※代表者は、助成金交付が決定した際の請求者になります。 

提案グループの概要 

(5)設立時期 2023 年 ４ 月 

(6)構成員数 
４ 人 

うち提案グループの要件を満たす員数注１ ４ 人 

(7)設立目的・趣旨 ●●の活動を通じ、●●の居場所づくりに寄与する。 

(8)過去１～２年間の

主な活動実績、今後の

取組予定等 

月に３回、●●にて●●の活動を実施。 

今後は●●に対象を広げ、●●の活動を新たに実施予定。 

※設立したばかりで昨年度の活動実績のない団体は記入不要 

(9)前年度総事業費※

前年度の予算書・決算書を添付 

●●●,●●●円 

※設立したばかりで昨年度の活動実績のない団体は記入不要 

 
 注１ 練馬区内にお住まいの方、区内の学校に通っている方、区内にお勤めの方、区内で事業

を営んでいる方、区内に土地や建物を所有している方を３人以上含んでいることが要件となりま

す。 

【記載例】 



提案グループの構成  
※必ずご本人の了承を得た上で記載してください。 

※「※」印欄については、提案グループの要件を満たす練馬区住民等に○印を付けてください。（注１参照） 

 氏名 ※ 住所（町名まで） 
グループ内の役割・ 

本企画の担当業務 
年代 

1 練馬 太郎 

・在住・在学 

・在勤・事業者 

・地権者 

練馬区豊玉北    

代表 40 代 

2 大泉 花子 

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

練馬区大泉町    

副代表 40 代 

3 石神井 一郎 

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

練馬区石神井町    

会計 30 代 

4 光が丘 二郎 

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

練馬区光が丘    

広報 20 代 

5  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

    

  

6  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

 

  

7  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

 

  

8  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

 

  

9  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

 

 

 

 

 

10  

・在住・在勤 

・在学・事業者 

・地権者 

 

  

「練馬区やさしいまちづくり支援事業応募申込書」（第１号様式）および「練馬区やさしいま
ちづくり支援事業企画提案書」（第２号・第３号様式）の記載は真実であり、虚偽の内容はあ
りません。  

 

（署名）代表者氏名                
    こちらには代表者の方の署名が必要となります。↑ 


